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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、超低速ミュオンを再加速することにより高輝度ミュオンマイクロビームを創生し、ミュオ

ンの持つ波動性を確認するとともに、この波動の性質を利用して透過型ミュオン顕微鏡を開発し、新た

な顕微法イメージングを確立するものである。 

これまでにミュオン再加速のためのフラットトップ RF サイクロトロンの開発、超伝導対物レンズ

の開発などが進められている。一方で、ミュオンの量子可干渉性を証明する回折実験が予定より遅れて

いる。超低速ミュオンの安定供給に課題が残っており、この問題は、今後の研究の進み具合に大きく影

響を与える可能性があるため、早期の改善が必要である。 


